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株式会社ト ーカ イエコ ボード は、約3 0 年前から 環境

問題を 見つめ、循環型社会実現に向けて 技術開発

を 行い『 エコ ボード 』と いう 素材を 生み出し まし た。

量産化に成功し 、以降約2 0 年余り 、物流関連会社を

はじ め各種製造業の方々の問題解決の一助と なれ

ばと の熱い想いで 、日々活用推進に努め続けて い

ます。創業の精神の一つ「 公正不偏の精神」で、エコ

ボード およびエコ ボード 関連製品の製造・ 加工・ 販

売を通じ 、環境配慮企業とし て貢献し ています。

今 も 、 こ れ か ら も 、 持 続 可 能 な

循 環 型 社 会 に 貢 献 し 続 け る 企 業 で す

近年、環境に対し て 、カ ーボン ニュ ート ラ ルと いっ た 考

え 方が加わり 、環境配慮への取る べき 行動も 変化し て

き て い る と 感じ て いま す。1 0 0 % リ サイク ル可能な 製

品を 販売する 当社と し ても 、こ の流れに合わせ環境配

慮への取り 組みを 加速さ せ、低炭素社会の実現に貢献

し 、企業ブ ラ ン ディ ン グにつなげていき たいと 思い、参

加し まし た 。S B T 認定取得には、C O 2 排出量の見える

化が必須で ある こ と は、事前に 調べて 認識し て いた も

のの、本事業で 実際に 行っ てみる と 、経理データ や販

売データ と 密接にリ ンク し て い る こ と に驚く と と も に、

日頃から のデータ 収集のあり 方についても 検討し て い

く 必要があ る こ と を 実感し まし た 。ま た 、S B T 認定取

得の際、英語で の申請についても 専門家から のアド バ

イ ス によ り 行う こ と がで き 、安心し て 取り 組むこ と が

で き まし た 。

環 境 に 優し い 企 業 と し て 謳っ て き た 当 社に と っ て 、

カ ーボ ン ニ ュ ート ラ ルに 向け た 取り 組みを 見え る 化

し 、ま ず一歩を 踏み出すこ と は大き な 課題の一つでし

た 。今回、本事業に 取り 組んだこ と で 自社のC O 2 排出

量の見える 化によ り 、一つ の指標を 創り 出せたと 感じ

て いま す。今後は、排出量の削減に努めな がら 、省エ ネ

と 再エ ネを う まく 組み合わせ、一歩ずつ 進んで いき た

いと 思いま す。また 、当社は、取引先企業の多く が他業

種で 製造元で ある こ と から 、本事業の成果を し っ かり

と 情報開示し 、自社の信頼に つな がる よ う P R にも 力

を 入れて いき たいと 考えていま す。
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取 組 内 容

カ ーボン ニュ ート ラ ルに向けた

情報開示への取り 組み

当社は、愛知を 中心と する も のづく り 企業を 支え 、共

に 成長し てき まし た 。近 年、社会的な 影響を 背景に 取

引先企業のカ ーボン ニュ ート ラ ルへの取り 組みが進ん

で いま す。当社と し て も 、カ ーボン ニュ ート ラ ルに 向け

た 情報開示に 取り 組み、成長を 支えら れる 企業と し て

取引先企業と と も に 成長する た め、参 加し まし た 。温

室 効果ガ ス の算定に お いて は、当社で はI S O 1 4 0 0 1

の取得以降、国内拠点で はデータ の一元管理を 行って

おり 、活動量の把握は意外と 手早く 行う こ と がで き ま

し た 。し かし 、海外拠点で は現地の考え 方で 管理し て

いた た め、把握に 苦労する 場面も あり 、国際認証の意

味を 痛感し まし た 。今後は、こ の取り 組みを 通じ て 、取

引先企業と 歩調を 合わせ、カ ーボン ニュ ート ラ ルに 取

り 組み、よ り 良い も のづく り を サポート で き る 企業に

成長し て いき たいと 考えて いま す。

当社の温室効果ガ ス 削減への取り 組みは、製造業と は

異なり 、低炭素社会への貢献度と し て はそ れほど 高く

な いと 思いま す。し かし な がら 、製造業の方々と 同じ 目

線で 向き 合い、考え 方を 共有するこ と で 、取引先企業が

本当に必要と する も のを 自分たち で 考え供給で き る の

で はないかと 考えて いま す。今後は、製品やサービ スに

関する 温室効果ガ スの情報開示のみなら ず、取引先企

業が求める 機会に 即時対応する ため、当社の取扱製品

や技術領域を 拡大さ せ、取引先企業のカ ーボンニュート

ラ ルの実現を サポート する 製品やサービ スを 提案し て

いき ます。

カ ーボン ニュ ート ラ ルの実現を

サポート する 製品や

サービ スを 提案し て いく
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株式会社ノ ダキ  ［ 卸 売 業 ］

株式会社ノダキは、1 9 0 7 年に創業し た機械工具の

専門商社です。11 0 余年にわたり 、世界中で活躍し

て いる多く のメ ーカ ーの成長に貢献し てきまし た。

各社の創業時代から 共に歩み、困難に直面し た時

も 、歓喜の声を上げた時も 、さまざまなオーダーに応

えてきまし た。だからこ そ、各社の特性やルール、今

まで 積み上げてき たノ ウハウや改善に至る 経緯な

ども 全て 理解し た上で提案を 行っ て います。ノダキ

の歴史は「 挑戦の歴史」で す。時代に合わせ変化し

てきたからこ そ、今のノダキがあります。

次の1 0 0 年へ。培ってきた挑戦の想いを 受け継ぎ、

歩み続ける企業です。

創 業 以 来 1 1 0 余 年 の

機 械 工 具 の 専 門 商 社


